
法政大学後援会 個人情報保護ガイドライン 

                  

法政大学後援会では、個人情報保護に関する法律に則り、学生ならびに会員に関する情報

の取り扱いについてガイドラインを定め、次のとおり取り扱います。 

 

〔利用目的の特定〕 

1. 大学と共同利用している情報は、後援会活動の目的にのみ使用します。 

 

〔情報提供者への事前告知〕 

2. 後援会(本部または支部)が独自に個人情報を取得する時は、取得の際に利用目的を特定

し、特定した利用目的を本人に通知します。 

 

〔目的外利用の禁止〕 

3. 取得した個人情報は特定した利用目的の範囲内で利用します。 

 

〔情報の安全管理〕 

4. 取得した個人情報は安全に管理する。（例 パスワードの設定、ウィルス対策ソフトの導

入、施錠できるところでの保管。盗難防止。） 

 

〔目的外利用時の事前本人同意〕 

5. あらかじめ定めた利用目的以外で個人情報を利用する場合、または他人（本人以外の第

三者）に渡す場合は、あらためて本人の同意を得ることを前提条件とします。 

 

〔写真等メディアの扱い〕 

6. ホームページや広報誌へ個人が特定できる写真や情報を掲載する場合については、本人

の承諾を前提とします。（個人が特定できない写真や情報で事前承諾が得難い場合は、承

諾を得ずに使用することがあります） 

 

〔支部単位の情報管理〕 

7. 後援会本部は支部長を管理責任者として支部会員情報を期間を定めて提供します。支部

長は支部会員情報を法律ならびに法政大学プライバシーポリシーに沿って取り扱い、期

間満了後に本部へ返却します。 

 

〔情報利用の記録〕 

8. 後援会支部が年 1回に後援会本部より受け取る当該支部会員名簿の他にあらためて会員

情報が必要となる場合は、都度、本部へ利用目的を添えて情報利用申請を行い、後援会本

部は情報利用の記録を残します。 

 

以 上 

附 則 

（１）このガイドラインは、2020年 4月 1日から施行する。 


